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宗
等
親
王
『
文
応
三
百
首
』
伝
本
分
類
私
考
 
 

佐
 
藤
 
 
智
 
広
 
 

は
じ
め
に
 
 
 

宮
内
卿
源
資
平
が
御
子
左
家
宗
匠
二
条
為
家
の
元
へ
、
時
の
鎌
倉
将
軍
宗
尊
 
 

親
王
の
和
歌
三
百
首
を
、
「
十
月
六
日
」
付
け
の
加
点
依
頼
状
を
添
え
て
、
送
 
 

っ
て
い
る
。
源
資
平
が
宮
内
卿
の
任
に
あ
っ
た
の
は
、
正
元
元
 
（
一
二
五
九
）
 
 

年
八
月
七
日
か
ら
弘
長
元
 
（
一
二
」
ハ
一
）
 
年
三
月
二
十
七
日
ま
で
で
あ
る
か
ら
、
 
 

「
十
月
六
日
」
 
は
、
正
元
元
年
と
翌
文
応
元
年
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
 
 

と
か
ら
宗
専
横
王
の
三
百
菖
和
歌
は
、
遅
く
と
も
文
応
元
年
＋
月
六
日
以
前
に
 
 

成
立
し
た
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
お
よ
そ
百
年
後
に
成
立
し
た
 
 

頓
阿
の
歌
論
書
『
井
蛙
抄
』
に
は
 
「
中
務
卿
親
王
文
応
三
百
苫
」
と
見
え
る
。
 
 

『
中
箱
卿
親
王
三
百
首
和
歌
』
 
『
東
関
竹
園
三
宮
首
』
 
『
鎌
倉
中
書
王
御
詠
』
 
 

等
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
三
百
首
和
歌
を
、
今
『
文
応
三
百
首
』
と
称
し
て
お
く
。
 
 
 

『
女
応
三
百
苫
』
は
現
在
三
十
近
い
伝
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
本
文
に
 
 

つ
い
て
は
、
既
に
谷
山
茂
氏
が
 
「
 
『
文
応
三
百
首
』
自
体
の
諸
伝
太
は
全
面
的
 
 

に
更
に
精
し
く
調
査
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
は
、
宗
専
 
 

の
初
期
歌
風
形
成
の
軌
跡
を
探
る
こ
と
も
十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
 
 

の
初
期
の
宗
専
を
呉
越
同
舟
の
か
た
ち
で
指
導
し
た
当
時
両
派
の
点
者
た
ち
の
 
 

具
体
的
尚
好
の
相
違
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
‡
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
 
 

る
。
し
か
し
、
近
年
、
大
取
一
馬
氏
が
二
条
為
家
の
詠
作
理
念
の
特
賞
を
考
察
 
 

す
る
上
で
『
文
応
三
百
首
』
を
取
り
上
け
た
際
に
も
「
巻
末
に
あ
る
貿
平
・
為
 
 

家
の
書
状
の
有
無
の
他
に
、
歌
本
文
や
歌
評
の
有
無
、
歌
順
の
異
同
、
点
者
名
 
 

の
有
無
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
善
本
を
確
定
す
る
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
長
穎
が
あ
っ
 
 

て
決
定
し
難
い
現
状
で
あ
る
。
≡
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
大
取
氏
は
複
数
の
 
 

伝
本
を
比
較
し
っ
つ
、
慎
重
に
二
条
為
崇
の
評
詞
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
 
 

が
、
そ
の
立
論
の
性
質
上
、
『
文
応
三
日
首
』
諸
本
の
問
題
に
は
直
接
触
れ
て
 
 

い
な
い
。
こ
れ
と
相
前
後
し
て
、
『
文
応
三
百
首
』
 
の
本
文
校
訂
が
進
み
、
樋
 
 

口
芳
麻
呂
氏
校
注
『
文
応
三
百
首
』
 
（
平
成
三
年
、
岩
波
書
店
、
新
日
本
古
典
 
 

文
字
大
系
・
中
世
和
歌
集
鎌
倉
篇
）
、
＃
上
宗
社
民
■
兼
築
信
行
氏
・
小
林
強
 
 

氏
校
訂
『
宗
尊
三
青
首
』
 
（
平
成
四
年
、
角
川
書
店
、
新
編
国
歌
大
観
第
十
巻
）
 
 

が
刊
行
き
れ
て
い
る
。
 
 
 

『
新
編
国
歌
大
観
』
の
解
題
に
お
い
て
小
林
強
氏
は
「
諸
本
間
に
は
、
各
点
 
 

者
の
合
点
や
本
文
の
異
同
が
極
め
て
多
く
、
厳
密
な
伝
本
の
系
統
分
類
は
今
後
 
 

の
課
毘
で
あ
る
。
一
コ
」
と
述
べ
た
上
で
、
各
伝
本
の
点
者
の
相
違
、
点
者
目
録
 
 

の
有
無
な
ど
形
態
上
の
分
類
を
、
二
十
七
本
に
つ
い
て
行
っ
て
お
ら
れ
る
。
 
 
 

し
か
し
こ
こ
に
一
つ
の
問
題
が
あ
る
。
宮
城
県
図
書
滑
伊
達
文
庫
蔵
本
に
は
、
 
 

右
三
百
菖
以
二
毛
利
甲
抄
網
元
朝
臣
之
本
一
、
令
二
言
写
一
畢
 
 

但
彼
本
無
二
点
詞
一
其
後
以
二
戎
本
一
奥
書
等
迄
不
レ
残
記
付
畢
 
 

天
和
二
年
霜
月
日
 
 

と
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。
こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
後
か
ら
手
に
入
れ
た
本
に
よ
 
 

っ
て
 
「
点
詞
L
を
書
き
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
筑
波
大
学
図
書
館
蔵
 
 

本
の
点
者
日
録
末
尾
に
は
、
 
 

此
五
人
之
儲
依
二
幸
繁
一
今
予
略
レ
之
 
 

但
為
し
不
レ
失
＝
其
鉢
一
端
二
三
首
注
レ
之
了
 
 

と
あ
る
。
「
五
人
」
と
は
西
園
寺
実
氏
■
九
条
基
家
・
藤
原
行
家
・
光
俊
・
衣
 
 

笠
家
良
の
こ
と
で
、
彼
ら
の
合
点
は
初
め
の
四
首
に
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
筑
 
 

波
大
字
図
書
館
蔵
本
は
二
条
為
家
の
合
点
・
評
詞
を
記
し
て
い
る
が
、
他
の
五
 
 

人
の
点
 
（
基
家
の
評
詞
を
含
む
）
 
を
省
略
し
て
い
る
。
為
家
と
他
の
五
人
を
哩
 
 
 



6
 
 

2
 
 

∴
 
 
 

藤
 
 
 

佐
 
 

別
す
る
明
確
な
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
合
点
や
評
詞
に
 
 

関
し
て
は
、
転
写
過
程
で
の
補
入
・
削
除
が
 
ー
 
全
面
的
に
 
－
 
な
さ
れ
た
事
 
 

実
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
複
数
の
本
に
よ
っ
て
校
合
さ
れ
た
障
、
そ
 
 

の
複
数
の
本
の
形
啓
的
特
徴
を
併
せ
て
書
承
す
る
と
い
う
車
が
、
そ
し
て
、
逆
 
 

に
削
除
す
る
と
い
う
辛
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

私
は
谷
山
茂
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
歌
本
文
の
差
異
の
換
討
の
必
要
性
を
感
 
 

じ
る
。
木
精
に
お
い
て
、
『
文
応
三
育
苗
』
諸
本
の
本
文
の
異
同
を
検
討
す
る
 
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
本
の
整
理
を
し
、
そ
の
結
果
と
形
態
的
特
徴
を
併
せ
る
こ
 
 

と
で
、
『
文
応
三
百
首
』
の
伝
本
分
類
に
つ
い
て
私
見
を
示
し
た
い
。
 
 
 

調
査
し
た
伝
本
は
、
以
下
の
二
十
二
本
で
あ
る
。
今
、
そ
れ
ら
の
伝
本
を
、
 
 

小
林
態
氏
の
提
示
さ
れ
た
形
態
上
の
特
色
か
ら
す
る
分
類
の
結
果
を
援
用
し
っ
 
 

つ
掲
げ
る
。
 
 

一
類
本
 
 

A
＊
天
理
図
書
館
春
海
文
庫
蔵
本
 
〔
略
号
、
春
海
）
 
 
 

＊
内
閣
文
庫
蔵
甲
 
（
二
〇
一
二
二
二
」
ハ
）
 
本
 
（
内
甲
）
 
 
 

串
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
甲
t
二
六
六
・
四
）
本
〔
『
得
棄
抄
』
 
の
内
〕
 
（
事
甲
）
 
 

B
＊
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
乙
 
（
二
六
六
・
四
二
こ
本
 
（
書
乙
）
 
 
 

＊
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
早
大
）
 
 

C
＊
名
古
屋
大
学
図
書
館
皇
学
館
文
庫
蔵
本
 
（
名
皇
）
 
 
 

＊
神
宮
文
庫
蔵
本
（
神
宮
）
 
 
 

＊
大
阪
市
立
大
学
図
書
館
森
文
庫
蔵
本
（
阪
森
）
 
 
 

＊
筑
波
大
字
図
書
館
蔵
本
（
筑
波
）
 
 

二
類
本
 
 

A
＊
宮
城
県
囲
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本
 
（
伊
達
）
 
 
 

＊
内
閣
文
庫
蔵
乙
 
（
二
〇
一
・
三
五
七
）
本
（
内
乙
）
 
 
 

＊
宮
内
庁
書
陳
部
蔵
丙
（
五
〇
一
・
八
九
四
）
本
 
（
‡
丙
）
 
 
 

＊
国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
本
 
（
初
雁
）
 
 
 

＊
岡
山
大
学
囲
吾
館
池
田
文
庫
蔵
本
 
（
池
田
）
 
 
 

＊
島
原
市
立
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
 
（
松
平
）
 
 
 

＊
祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託
中
川
文
庫
蔵
本
〔
中
川
）
 
 
 

＊
天
理
図
書
館
古
義
堂
文
庫
蔵
本
〔
『
若
到
吉
首
』
と
合
写
〕
 
（
音
義
）
 
 
 

＊
辞
書
類
従
巻
第
一
七
九
所
収
本
（
類
従
）
 
 

B
＊
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
久
松
潜
一
氏
旧
蔵
本
〔
『
（
仮
称
）
歌
会
記
録
』
 
 

の
内
〕
 
（
久
松
〕
 
 

三
顆
本
 
 

A
＊
樋
口
芳
麻
呂
氏
蔵
本
〔
『
点
飽
和
歌
類
衆
』
の
内
〕
 
（
樋
口
）
 
 
 

＊
天
理
図
書
館
蔵
本
〔
『
点
取
和
歌
類
棄
』
の
内
〕
 
（
天
理
）
 
 

新
編
国
歌
大
観
未
調
査
本
 
 
 

＊
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
蔵
本
 
（
山
岸
）
 
 

1
 
 
 

木
酢
で
は
、
前
掲
の
伝
本
の
歌
本
文
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
本
文
の
差
異
 
 

に
よ
る
伝
本
の
系
統
整
理
を
試
み
る
。
 
 
 

底
本
を
春
海
と
す
る
。
誤
写
が
比
較
呵
少
な
く
、
誤
伝
敵
の
な
い
本
で
あ
る
 
 

こ
と
に
よ
る
。
春
海
の
本
文
に
は
私
に
濁
点
を
付
す
。
諸
本
本
文
に
つ
い
て
は
 
 

字
母
の
差
異
、
漢
字
・
仮
名
の
差
異
を
示
さ
す
、
表
記
を
統
一
し
 
〇
 
で
示
す
ゥ
 
 

或
る
伝
本
の
表
記
を
記
す
際
は
 
「
」
 
で
区
別
す
る
。
ま
た
異
文
注
記
や
見
七
消
 
 

チ
は
 
〓
 
で
示
す
。
 
 
 

例
l
春
海
五
三
、
ち
る
を
み
て
さ
ら
に
出
「
瑚
身
の
く
や
し
き
は
桜
に
そ
め
し
 
 

心
な
り
け
り
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傍
線
（
我
身
）
内
甲
・
幸
甲
十
‡
乙
・
名
主
・
神
宮
・
賑
森
⊥
筑
波
・
伊
達
・
 
 

内
乙
・
類
従
∵
久
松
・
山
岸
 
 

（
別
れ
∨
早
大
・
‡
丙
・
初
雁
・
池
田
一
松
平
・
中
川
・
舌
義
・
樋
口
・
 
 

天
理
 
 
 

散
る
花
に
寄
せ
て
身
の
悔
し
さ
が
増
す
と
い
う
前
者
と
桜
と
の
別
れ
の
悔
し
 
 

さ
が
増
す
と
い
う
後
者
で
意
味
は
異
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
歌
意
は
通
じ
る
。
 
 

‡
丙
・
初
雁
■
盲
義
・
樋
口
・
天
理
は
こ
の
部
分
「
わ
か
れ
」
 
と
仮
名
表
記
で
 
 

あ
り
、
「
み
」
と
「
れ
」
 
の
一
字
の
違
い
で
誤
写
を
想
定
す
る
。
し
か
し
、
そ
 
 

れ
ぞ
れ
歌
意
が
通
じ
、
い
ず
れ
を
是
と
も
決
し
軽
い
。
 
 
 

こ
の
例
は
、
先
の
分
類
の
一
類
本
二
類
本
に
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
。
し
か
し
 
 

一
類
本
中
の
早
大
が
二
葉
と
合
致
し
、
二
類
本
中
の
内
乙
・
伊
達
・
類
従
・
久
 
 

松
が
一
類
と
合
致
し
て
い
る
。
形
態
上
の
分
類
と
異
な
り
が
認
め
ら
れ
る
の
で
 
 

あ
る
。
ま
た
三
頚
木
の
樋
口
・
天
理
は
二
類
本
系
諸
本
と
合
致
し
て
い
る
。
 
 
 

例
2
春
海
一
、
お
ほ
と
も
の
み
つ
の
は
ま
桧
か
す
む
な
り
は
や
日
の
も
と
に
 
 

春
や
劃
ぬ
．
ら
ん
 
 

傍
線
（
来
ぬ
）
内
甲
・
‡
甲
・
‡
乙
・
名
皇
 
神
宮
二
舵
森
一
内
乙
・
山
岸
 
 

（
立
つ
 
〔
き
ぬ
イ
）
）
筑
波
・
類
従
 
 

（
立
つ
）
早
大
・
伊
達
・
手
丙
・
初
雁
・
池
田
・
松
平
・
中
川
・
古
義
■
 
 

久
松
・
樋
口
・
天
理
 
 
 

巻
頭
立
春
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
、
（
尭
ぬ
）
 
∧
立
つ
）
 
の
い
ず
れ
も
敵
意
 
 

は
通
じ
る
。
二
条
為
家
は
 
「
本
歌
被
二
取
成
一
候
之
鉢
 
（
春
海
）
 
」
 
と
こ
の
歌
 
 

を
評
し
、
本
歌
取
を
上
手
に
行
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
本
歌
と
は
、
 
 

『
万
葉
集
』
巻
一
、
六
三
の
 
 

い
ぎ
子
ビ
も
は
や
日
の
本
へ
耳
■
大
伴
の
御
津
の
浜
倍
待
ち
恋
ひ
ぬ
ら
む
写
〉
 
 

で
あ
る
。
こ
の
歌
と
比
較
す
る
と
、
第
五
句
は
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
を
用
い
 
 

た
 
（
来
ぬ
）
 
の
方
が
よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
歌
で
詞
を
取
っ
て
い
る
の
は
 
「
は
 
 

や
日
の
本
へ
」
と
「
大
伴
の
御
津
の
浜
松
」
 
で
あ
り
、
（
立
つ
）
を
積
極
町
に
 
 

否
定
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。
 
 
 

こ
の
例
で
は
、
一
類
本
中
の
早
大
 
筑
波
が
二
類
と
、
ま
た
二
類
本
中
の
内
 
 

乙
が
一
類
と
合
致
し
て
い
る
。
三
類
本
の
樋
口
・
天
理
は
、
こ
の
例
で
も
二
類
 
 

系
諸
本
と
合
致
し
て
い
る
。
 
 
 

例
3
春
海
一
四
〇
、
い
は
た
か
き
し
ほ
田
（
タ
）
の
α
潮
召
に
舟
う
 
 

け
て
β
封
u
．
動
感
引
出
．
劃
月
を
見
る
哉
 
 

傍
楳
α
 
（
海
（
川
イ
）
 
｝
内
甲
・
‡
甲
・
山
岸
 
 

（
海
）
幸
乙
・
筑
波
・
伊
達
 
内
乙
 
 

（
川
 
（
海
イ
）
 
）
 
早
大
 
 

（
川
）
名
皇
・
神
官
・
阪
森
 
手
丙
・
初
雁
 
池
田
・
松
平
・
中
川
・
 
 

舌
轟
・
類
従
・
久
松
▲
樋
口
・
天
理
 
 

傍
線
β
（
さ
し
の
ぼ
り
た
る
）
内
甲
・
‡
甲
・
‡
乙
・
名
皇
・
神
宮
・
阪
森
・
 
 

筑
波
 
伊
達
・
内
乙
 
類
従
・
久
松
・
山
岸
 
 

（
さ
し
の
ぽ
る
な
 
（
り
た
イ
）
 
る
）
 
早
大
 
 

（
さ
し
の
ぽ
る
な
る
V
初
雁
・
池
田
・
松
平
・
中
川
・
舌
載
・
樋
口
・
 
 

天
理
 
 

（
さ
し
の
ぽ
る
な
り
）
‡
丙
 
 
 

α
は
、
（
塩
田
の
海
）
と
す
る
本
と
、
（
塩
田
の
川
）
と
す
る
本
が
あ
る
。
 
 

地
名
 
（
塩
田
）
 
は
先
行
例
が
な
い
。
『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
二
四
稚
」
ハ
・
河
の
部
 
 

に
 
「
し
ほ
だ
の
国
、
某
国
宣
」
と
あ
り
、
 
 

い
は
た
か
き
し
ほ
だ
の
河
に
丹
う
け
て
さ
し
の
ぽ
り
た
る
月
を
み
る
か
な
 
 

と
こ
の
歌
を
引
く
。
同
集
巻
二
三
雑
五
・
海
の
部
に
 
（
塩
田
の
海
）
 
の
項
は
な
 
 

い
。
よ
っ
て
、
こ
の
異
文
は
 
『
文
応
三
百
首
』
 
の
書
承
の
間
置
で
あ
る
。
『
夫
 
 
 



木
和
歌
抄
』
の
成
立
と
、
『
文
応
三
吉
首
』
の
｛
海
∨
と
∧
川
〉
と
い
う
巽
東
 
 

一
 
 
 

2
8
 
 
の
発
生
の
先
後
閑
儒
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
い
は
た
か
き
」
 
「
し
ほ
」
 
 

■
 
 

と
い
う
用
語
の
印
象
に
よ
っ
て
誤
写
し
た
と
す
れ
ば
、
（
川
）
か
ら
（
海
）
に
 
 

藤
 
誤
っ
て
写
き
れ
た
の
で
あ
ろ
う
ご
」
の
部
分
、
初
雁
・
池
田
－
松
平
・
中
川
・
 
 

佐
 
 
久
松
・
樋
口
・
天
理
の
諸
本
は
「
河
」
 
と
記
す
。
「
河
」
と
 
「
海
」
 
の
草
書
体
 
 

の
類
似
が
想
定
で
き
る
。
 
 

次
に
β
の
本
文
で
あ
る
が
、
（
さ
し
の
ぽ
り
た
る
）
は
、
舟
を
浮
か
べ
て
、
 
 

樟
を
さ
し
つ
つ
上
り
、
光
を
放
ち
昇
っ
て
い
る
月
を
見
る
よ
、
と
二
つ
の
意
を
 
 

持
た
せ
て
解
釈
で
き
、
特
に
問
題
は
な
い
。
一
方
（
さ
し
の
ほ
る
な
る
）
 
の
本
 
 

文
は
、
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
、
聴
覚
的
素
材
等
か
ら
存
在
を
知
る
い
わ
ゆ
 
 

る
伝
聞
∵
推
定
の
助
動
詞
 
「
な
り
」
 
の
い
ず
れ
も
用
法
に
あ
て
は
ま
ら
ず
、
解
 
 

釈
で
き
な
い
。
‡
丙
は
 
「
さ
し
の
ぽ
る
也
」
 
と
表
記
さ
れ
 
（
な
り
）
 
と
読
め
る
 
 

ヲ
⊥
。
こ
の
本
文
で
は
、
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
 
の
終
止
形
で
、
梓
を
さ
し
て
 
 

（
川
を
）
 
上
る
の
で
あ
る
、
と
解
釈
で
き
る
。
お
そ
ら
く
 
（
さ
し
の
ぽ
る
な
る
）
 
 

の
本
文
が
意
味
不
分
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
意
改
で
あ
ろ
う
。
幸
丙
も
 
（
さ
 
 

し
の
ぼ
る
な
る
）
 
の
諸
本
と
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

な
お
、
β
本
文
が
 
（
さ
し
の
ぽ
り
た
る
）
 
と
確
定
し
、
「
舟
」
と
主
述
関
係
、
 
 

「
月
」
 
の
連
体
修
飾
語
と
い
う
二
意
を
看
取
す
れ
ば
、
α
本
文
は
 
（
川
）
 
の
方
 
 

が
適
当
で
あ
る
。
 
 

異
真
に
つ
い
て
見
る
と
、
α
で
は
、
一
類
本
中
の
早
大
∵
名
皇
・
神
官
・
阪
 
 

森
が
二
類
と
、
ま
た
二
類
本
中
の
伊
達
・
内
乙
が
一
類
と
合
致
し
て
い
る
。
こ
 
 

の
例
で
も
三
親
木
樋
口
・
天
理
は
二
類
系
諸
本
と
合
致
し
て
い
る
。
 
 

β
で
は
、
一
類
本
中
の
早
大
が
二
親
と
、
ま
た
二
類
本
中
の
伊
達
・
内
乙
 
 

類
従
・
久
松
が
一
類
と
合
致
し
て
い
る
。
三
類
本
樋
口
・
天
理
は
こ
の
例
も
二
 
 

類
系
諸
本
と
合
致
し
て
い
る
。
こ
の
β
に
お
け
る
本
文
の
差
異
は
、
例
1
と
同
 
 

じ
結
果
で
あ
る
。
 
 
 

例
4
春
海
三
〇
、
し
の
ゝ
め
の
霞
の
こ
ろ
も
き
ぬ
ぐ
一
に
別
山
甘
か
へ
る
は
 
 

る
の
か
り
が
ね
 
 

傍
線
（
別
れ
て
）
内
甲
・
書
甲
・
‡
乙
■
名
皇
■
神
宮
・
隈
森
・
筑
波
・
内
乙
 
 

・
久
松
・
樋
口
・
天
理
・
山
岸
 
 

（
別
れ
 
（
か
ぎ
り
イ
）
 
て
∨
 
伊
達
 
 

（
別
れ
て
 
（
か
ぎ
り
て
ヲ
見
七
消
チ
）
 
）
 
早
大
 
 

（
限
り
て
）
車
両
∴
研
雁
・
池
田
・
松
平
・
中
川
・
舌
義
 
 

（
恨
み
 
（
わ
か
れ
イ
）
 
て
）
 
＃
従
 
 

後
朝
に
別
れ
て
の
意
（
別
れ
て
）
、
後
朝
に
今
日
を
限
り
と
し
て
の
意
 
（
限
り
 
 

て
）
、
後
靭
に
別
れ
を
恨
ん
で
の
恵
（
恨
み
て
）
、
そ
れ
ぞ
れ
歌
意
は
通
じ
る
。
 
 
 

こ
の
歌
に
対
し
て
二
条
為
家
は
、
 
 

前
大
納
言
基
良
 
 

続
後
撰
者
 
 

た
ち
わ
か
れ
て
や
か
へ
る
か
り
が
ね
、
い
く
程
か
は
ら
ず
候
欺
 
（
春
海
）
 
 

と
、
基
良
歌
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
宣
。
『
続
後
撰
集
』
 
の
藤
原
基
長
の
歌
は
、
 
 

巻
二
春
中
、
六
一
の
 
 

し
の
の
め
の
霞
の
衣
き
ぬ
ぎ
ぬ
に
た
ち
わ
か
れ
て
や
帰
る
か
り
が
ね
豆
 
 

で
あ
る
。
上
旬
ま
で
が
同
じ
で
、
し
か
も
下
旬
も
似
て
い
る
こ
と
が
、
為
家
の
 
 

指
摘
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
二
条
為
家
撰
、
建
長
三
 
（
一
二
五
一
）
年
表
覧
の
 
 

『
続
後
撰
集
』
は
、
文
応
元
 
〓
二
」
ハ
○
）
年
か
ら
遡
っ
て
最
も
新
し
い
勅
撰
 
 

集
で
あ
る
。
前
夫
納
言
藤
原
基
艮
は
建
治
二
 
（
一
二
七
六
）
 
年
の
没
で
、
在
世
 
 

の
人
物
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
歌
を
ふ
ま
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
為
 
 

家
の
「
い
く
程
か
は
ら
ず
候
欺
」
と
の
評
詞
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
（
別
れ
て
）
 
 

が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
例
で
は
、
二
類
本
中
の
伊
達
＝
内
乙
■
久
松
が
一
類
と
合
致
し
て
い
る
。
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三
類
本
樋
口
・
天
理
は
こ
の
例
で
は
一
類
と
合
致
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
早
大
の
見
七
消
チ
で
あ
る
。
先
の
例
1
～
3
 
 

で
は
早
大
本
文
は
、
二
顆
系
諸
本
の
本
文
と
合
致
し
て
い
た
。
こ
の
例
に
お
い
 
 

て
も
消
さ
れ
た
本
文
「
か
ぎ
り
て
」
は
二
類
本
文
と
合
致
し
て
い
る
。
早
大
の
 
 

見
ゃ
消
チ
に
つ
い
て
、
今
こ
こ
で
詳
細
に
論
じ
る
紙
幅
は
な
い
が
、
三
百
首
中
 
 

五
十
七
句
に
見
え
る
見
ゃ
消
チ
は
、
消
さ
れ
た
本
文
が
二
類
系
諸
本
（
二
類
本
 
 

A
）
と
合
致
し
、
新
た
に
記
し
た
本
文
が
一
類
A
B
及
び
山
岸
と
合
致
す
る
と
 
 

い
え
る
辺
。
早
大
の
親
本
は
二
類
系
で
あ
り
、
本
文
校
訂
に
用
い
た
本
が
一
類
 
 

系
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
先
に
伊
達
の
書
写
奥
書
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
早
大
 
 

も
校
訂
に
用
い
た
本
の
形
態
的
特
徴
を
書
承
し
て
い
る
。
小
林
強
氏
の
分
類
で
 
 

早
大
が
一
類
B
と
な
っ
て
い
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
を
検
 
 

討
し
て
い
く
と
、
早
大
は
二
類
A
諸
本
と
一
群
に
纏
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

例
5
春
海
二
六
、
き
～
わ
た
る
な
が
ら
の
橋
動
跡
ふ
り
て
あ
し
間
に
か
す
む
 
 

春
の
よ
の
月
 
 

傍
線
部
（
の
）
内
甲
・
審
甲
二
者
乙
・
内
乙
・
類
従
・
山
岸
 
 

（
も
）
筑
波
・
伊
達
 
 

（
も
 
（
は
イ
）
）
名
皇
・
阪
轟
 
 

（
は
）
早
大
・
審
丙
・
初
雁
・
池
田
・
松
平
－
中
川
・
舌
義
・
久
松
・
 
 

樋
口
・
天
理
 
 

＊
欠
脱
 
 
神
宮
 
 
 

（
の
）
 
（
も
）
 
（
は
）
、
そ
れ
ぞ
れ
に
歌
意
は
通
じ
る
。
こ
れ
ら
の
異
文
は
 
 

「
農
（
の
）
」
 
「
裳
（
も
）
」
 
「
者
（
は
）
 
」
と
い
う
字
母
の
類
似
に
よ
る
誤
 
 

写
が
想
定
で
き
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
本
文
が
本
来
の
も
の
か
は
判
断
で
き
 
 

な
い
。
 
 
 

こ
の
例
で
は
、
一
類
本
中
の
名
皇
・
阪
森
・
筑
波
と
二
類
本
中
の
伊
達
が
一
 
 

群
と
纏
め
ら
れ
る
。
一
類
本
中
の
早
大
は
二
類
と
、
二
類
本
中
の
内
乙
二
類
従
 
 

は
一
類
と
合
致
し
て
い
る
。
 
 
 

な
お
、
神
宮
は
こ
の
歌
を
欠
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
名
皇
■
阪
森
の
当
面
歌
 
 

右
肩
に
「
此
専
一
本
ニ
ナ
シ
」
と
の
注
記
が
あ
る
。
例
1
～
4
に
お
い
て
、
名
 
 

皇
・
神
宮
・
阪
森
の
三
本
は
本
文
が
合
致
し
て
い
た
が
、
こ
の
注
記
か
ら
も
、
 
 

三
本
の
繋
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 

以
上
、
五
首
六
例
の
本
文
の
異
同
を
提
示
し
諸
本
の
本
文
を
検
討
し
て
き
た
。
 
 
 

春
海
本
文
と
す
べ
て
合
致
し
た
の
は
内
甲
・
番
甲
二
苛
乙
■
内
乙
・
山
岸
で
 
 

あ
る
。
合
致
し
な
い
例
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
合
致
す
る
の
は
、
名
皇
・
神
官
 
 

・
阪
森
の
三
本
と
筑
波
■
伊
達
の
二
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
本
は
一
つ
に
纏
め
 
 

ら
れ
る
例
（
例
5
）
も
あ
り
、
諸
本
の
中
で
は
比
較
的
近
い
位
相
に
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
に
対
し
、
春
海
と
の
異
文
が
多
い
の
は
、
早
大
・
審
丙
・
初
雁
・
池
田
 
 

松
平
・
中
川
・
舌
義
で
、
こ
の
七
本
は
、
早
大
の
見
ゃ
消
チ
を
の
ぞ
い
て
、
 
 

本
文
が
合
致
し
て
い
る
。
こ
の
七
本
と
本
文
が
お
お
む
ね
合
致
し
て
い
る
の
が
、
 
 

樋
口
・
天
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
本
は
、
小
林
強
氏
の
形
態
上
の
特
色
 
 

か
ら
す
る
分
類
で
は
三
瀬
本
と
な
っ
て
お
り
、
な
お
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
類
従
と
久
松
は
前
記
二
十
本
の
い
ず
れ
と
も
纏
め
ら
れ
な
い
。
 
 
 

私
な
り
の
分
類
を
示
す
。
 
 

a
、
春
海
・
内
甲
・
審
甲
・
審
乙
・
内
乙
・
山
岸
 
 

b
、
名
皇
・
神
宮
・
阪
森
 
 

C
、
筑
波
・
伊
達
 
 

d
、
早
大
・
審
丙
・
初
雁
・
池
田
・
松
平
・
中
川
・
古
希
 
 

e
、
樋
口
■
天
理
 
 
 



藤
 
 
 

佐
 
 

f
、
類
従
 
 

g
、
久
松
 
 

二
 
 
 

歌
本
文
の
差
異
か
ら
、
伝
本
を
七
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
筋
で
は
、
 
 

更
に
そ
れ
を
補
強
す
る
三
つ
の
点
を
検
討
し
、
系
統
整
理
を
試
み
る
。
 
 

§
1
 
 
 歌
数
 
 
 

『
文
応
三
百
首
』
所
載
歌
数
は
、
筑
波
三
〇
二
百
か
ら
初
雁
二
九
五
首
ま
で
、
 
 

諸
本
の
闇
で
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
二
十
二
本
の
内
、
三
〇
〇
首
で
あ
る
の
は
 
 

春
海
の
他
に
、
内
甲
・
‡
甲
二
手
乙
・
山
岸
・
名
皇
 
早
大
■
樋
口
・
天
理
・
 
 

類
従
・
久
松
の
諸
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
樋
口
・
天
理
は
、
春
海
一
六
番
の
次
 
 

に
後
鳥
羽
院
詠
が
一
首
入
り
、
春
海
一
五
七
番
を
欠
く
こ
と
に
よ
る
増
減
各
一
 
 

首
の
相
殺
の
結
果
の
三
〇
〇
酉
で
あ
る
。
ま
た
、
久
松
は
、
春
海
一
九
六
番
が
 
 

冬
部
最
後
 
（
二
〇
〇
番
）
 
の
次
に
重
出
し
、
春
海
二
四
一
番
を
欠
く
こ
と
に
よ
 
 

る
増
減
各
一
首
の
相
殺
の
結
果
の
三
〇
〇
首
で
あ
る
。
 
 
 

樋
口
・
天
理
・
久
松
を
除
く
八
木
で
は
、
早
大
七
三
番
の
細
字
書
き
入
れ
が
 
 

注
目
さ
れ
る
。
こ
の
歌
は
‡
丙
・
初
雁
・
池
田
・
松
平
・
中
川
・
古
義
と
い
う
 
 

d
グ
ル
ー
プ
垂
木
の
欠
脱
歌
だ
か
ら
で
あ
る
。
早
大
の
本
文
校
訂
の
よ
う
に
、
 
 

本
来
親
木
に
は
な
か
っ
た
歌
を
、
後
に
手
に
入
れ
た
本
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
た
 
 

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

b
グ
ル
ー
プ
三
木
で
は
等
し
く
欠
け
る
歌
は
な
い
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
注
 
 

記
が
注
目
さ
れ
る
。
神
宮
欠
脱
歌
は
三
首
で
、
こ
の
う
ち
春
海
二
六
・
五
六
番
 
 

の
二
首
に
つ
い
て
、
名
皇
・
阪
森
共
に
「
此
啓
一
本
ニ
ナ
シ
」
と
の
注
記
が
あ
 
 

る
。
し
か
し
、
神
宮
欠
脱
歌
の
残
り
一
首
春
海
二
一
九
番
に
は
こ
の
注
記
が
な
 
 

く
、
直
接
の
転
写
関
係
は
否
定
さ
れ
る
。
と
は
言
え
、
他
の
伝
本
に
見
ら
れ
な
 
 

い
特
徴
で
あ
り
、
本
文
の
合
致
す
る
点
と
併
せ
て
、
三
本
の
 
（
と
り
わ
け
名
皇
 
 

と
阪
森
の
）
、
諸
本
に
お
け
る
位
相
の
近
き
が
窺
え
る
。
 
 
 

d
グ
ル
ー
プ
全
体
に
遍
く
見
ら
れ
る
欠
脱
歌
は
、
早
大
細
字
書
き
入
れ
の
七
 
 

三
蕃
の
み
で
あ
る
。
こ
の
他
、
初
雁
・
舌
義
の
二
本
は
、
春
海
三
二
・
一
八
〇
 
 

番
の
二
首
を
等
し
く
欠
い
て
い
る
。
 
 
 

一
方
、
春
海
三
〇
〇
首
を
有
し
、
そ
の
上
、
後
鳥
羽
院
詠
歌
の
混
入
し
て
い
 
 

る
本
が
あ
る
。
e
グ
ル
ー
プ
の
筑
浪
 
（
三
〇
二
首
）
・
伊
達
（
三
〇
一
首
）
 
の
 
 

二
本
で
あ
る
。
筑
波
の
二
百
と
は
、
春
海
一
六
番
の
後
方
に
載
る
 
 

し
ほ
が
ま
の
う
ら
の
ひ
が
た
の
明
ぽ
の
に
か
す
み
に
の
こ
る
う
き
し
ま
の
 
 

校
 
 

と
、
春
海
五
八
番
の
後
方
に
載
る
 
 

よ
し
の
が
は
せ
か
ば
や
は
る
の
や
す
ら
は
ん
お
ら
れ
ぬ
は
な
の
な
み
の
う
 
 

た
か
た
 
 

で
あ
る
。
ま
た
、
伊
達
の
山
首
と
は
、
筑
波
に
も
載
る
「
よ
し
の
が
は
」
 
の
歌
 
 

で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
e
グ
ル
ー
プ
二
本
の
後
鳥
羽
院
詠
歌
は
、
筑
波
に
も
載
 
 

る
「
し
ほ
が
ま
の
」
 
の
歌
で
あ
る
。
 
 
 

『
文
応
三
百
吉
』
 
に
は
一
一
条
為
家
の
他
、
七
名
直
の
合
点
が
付
さ
れ
た
本
が
 
 

あ
る
が
、
こ
の
点
者
の
一
人
で
あ
る
九
条
基
家
も
評
詞
を
加
え
て
い
る
。
九
条
 
 

基
家
の
評
詞
を
記
す
伝
本
は
、
a
・
b
グ
ル
ー
プ
と
早
大
で
あ
る
。
こ
れ
ら
十
 
 

本
の
基
家
の
評
詞
に
、
誤
伝
歌
二
百
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
基
豪
が
宗
専
詠
 
 

歌
の
類
歌
と
し
て
挙
げ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
或
る
段
階
で
誤
っ
て
宗
尊
詠
歌
と
 
 

し
て
取
木
文
に
取
り
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
問
題
は
そ
れ
程
単
純
で
は
な
い
。
 
 
 

伊
達
は
、
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
校
合
本
が
少
な
く
と
も
一
本
あ
る
。
 
 

元
々
は
為
家
の
点
詞
が
な
か
っ
た
が
、
天
和
二
年
に
別
の
本
に
よ
っ
て
書
き
餌
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え
た
の
で
あ
る
。
伊
達
の
異
丈
注
記
 
（
例
4
）
 
を
見
る
と
、
d
グ
ル
ー
プ
本
文
 
 

と
合
致
す
る
。
ま
た
、
d
グ
ル
ー
プ
共
通
の
欠
脱
歌
七
十
三
番
に
つ
い
て
、
伊
 
 

達
の
注
記
は
 
「
此
寄
異
本
ニ
ナ
シ
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
帰
納
 
 

し
て
、
伊
達
の
書
写
者
が
手
に
入
れ
た
、
二
番
目
の
本
は
d
系
統
の
伝
本
だ
っ
 
 

た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
伊
達
の
書
承
に
ぉ
い
て
 
－
 
天
和
二
年
の
段
階
に
お
 
 

い
て
 
－
 
基
家
の
評
詞
が
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
筑
波
は
、
前
節
の
本
文
の
差
異
の
検
討
に
よ
っ
て
、
伊
達
と
同
じ
グ
 
 

ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
伊
達
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
と
い
う
こ
と
は
、
 
 

筑
波
の
親
木
に
も
点
詞
が
な
か
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
 
 

の
が
、
筑
波
独
白
の
書
写
形
態
に
あ
る
。
兢
墟
は
一
面
十
行
和
歌
二
行
書
で
、
 
 

行
間
を
と
ら
ず
に
和
歌
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
為
家
の
評
詞
は
、
和
歌
の
行
 
 

間
に
同
筆
細
字
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
為
家
の
評
詞
が
細
字
で
あ
る
の
は
、
 
 

筑
波
の
み
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
行
間
に
書
き
込
み
き
れ
ず
、
付
箋
を
同
い
て
 
 

為
家
の
評
詞
を
還
し
た
箇
所
が
四
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
伊
達
同
様
に
別
 
 

に
入
っ
た
本
に
よ
っ
て
、
同
一
書
写
者
が
為
豪
評
詞
を
書
き
入
れ
た
と
見
ら
れ
 
 

る
の
で
あ
る
。
筑
波
に
虫
け
る
校
合
本
は
、
異
文
注
記
（
倒
2
）
 
と
点
者
巨
踪
 
 

の
形
鹿
か
ら
、
基
家
評
詞
の
あ
る
b
系
統
の
伝
本
ヒ
言
え
る
。
小
林
強
氏
の
分
 
 

類
で
、
筑
波
が
一
類
C
、
伊
達
が
二
親
A
と
な
っ
た
の
は
、
校
合
本
に
ぉ
け
る
 
 

形
態
町
特
徴
を
喜
承
し
た
た
め
で
あ
る
。
筑
波
は
伊
達
と
異
な
り
、
本
文
校
合
 
 

（
為
家
評
詞
の
書
き
入
れ
・
点
者
五
人
の
合
点
省
略
）
 
の
段
階
で
基
家
の
評
詞
 
 

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
筑
波
は
基
家
の
評
詞
を
、
合
 
 

点
同
様
転
写
し
て
い
な
い
。
更
に
、
問
題
の
二
首
は
書
き
入
れ
で
は
な
く
、
他
 
 

の
歌
と
同
じ
字
の
大
き
さ
で
書
承
さ
れ
て
い
る
。
為
家
の
評
詞
を
書
き
入
れ
る
 
 

前
の
段
階
で
、
基
家
の
評
詞
に
挙
げ
ら
れ
た
後
鳥
羽
院
詠
歌
は
宗
尊
詠
歌
と
し
 
 

て
取
り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
樋
口
 
天
理
に
つ
い
て
述
べ
る
。
『
点
敏
和
歌
類
梁
』
に
収
め
ら
れ
 
 

る
こ
の
二
本
は
、
二
条
為
豪
・
西
園
寺
棄
民
・
藤
原
行
家
の
合
点
 
（
点
者
目
録
 
 

に
よ
る
）
と
為
家
の
評
詞
を
記
す
。
基
豪
の
点
詞
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
他
の
 
 

伝
本
で
基
家
の
評
珂
と
確
認
で
き
る
も
の
が
一
箇
所
だ
け
あ
る
。
細
字
で
書
き
 
 

込
ま
れ
た
そ
れ
は
、
筑
濾
 
伊
達
の
誤
伝
歌
「
よ
し
の
が
は
」
 
の
歌
な
の
で
あ
 
 

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
基
家
の
評
詞
の
な
い
本
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
す
、
「
し
 
 

ほ
が
ま
の
」
 
の
歌
を
宗
尊
詠
歌
と
し
て
書
承
し
て
い
る
点
は
、
伊
達
と
猥
似
し
 
 

て
い
る
。
 
 
 

本
文
の
差
異
の
点
で
は
、
e
は
d
と
合
致
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
歌
数
 
 

（
誤
伝
歌
）
 
の
点
で
は
、
C
と
e
の
類
似
が
見
出
せ
る
。
本
文
の
差
異
の
点
で
、
 
 

C
と
e
と
の
繋
が
り
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
基
豪
の
評
詞
が
取
り
込
ま
れ
 
 

に
く
い
と
判
断
で
き
る
四
本
に
お
い
て
、
現
在
目
に
す
る
以
前
の
或
る
時
点
で
 
 

基
家
の
評
詞
が
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
た
点
で
一
致
す
る
、
こ
の
点
は
注
目
し
て
お
 
 

く
必
要
が
あ
る
。
 
 

§
2
 
 
 歌
順
 
 
 

『
文
応
三
百
告
』
諸
本
の
歌
楷
を
見
る
と
、
欠
脱
歌
を
除
き
、
春
海
と
一
致
 
 

す
る
の
は
、
内
甲
・
‡
甲
‥
‡
乙
 
内
乙
・
山
岸
 
早
大
・
池
田
∴
松
平
・
中
 
 

川
の
九
本
、
つ
ま
り
、
a
グ
ル
ー
プ
全
体
と
d
グ
ル
ー
プ
の
四
本
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
他
の
伝
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
春
海
と
歌
順
の
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
複
 
 

数
伝
本
で
春
海
と
款
順
の
異
な
る
点
を
述
べ
る
。
春
海
の
歌
順
を
示
し
、
そ
の
 
 

歌
に
対
す
る
各
伝
本
の
そ
れ
そ
れ
の
歌
番
号
を
記
す
。
 
 
 

ま
す
b
グ
ル
ー
プ
で
は
、
 
 
 

春
海
一
〇
三
・
一
〇
四
・
一
〇
五
 
 
 

名
皇
一
〇
五
・
一
〇
四
・
一
〇
三
 
 
 

神
宮
一
〇
二
■
一
〇
三
・
一
〇
一
 
 
 



＃
 
 
 

佐
 
 
 

阪
森
五
六
・
五
五
 
 

で
あ
る
。
神
宮
は
欠
脱
畝
が
あ
り
判
断
で
き
な
い
が
、
b
と
e
と
の
関
連
性
が
、
 
 

本
文
の
差
異
の
場
合
と
同
様
に
窺
え
る
。
そ
し
て
、
b
グ
ル
ヨ
ブ
の
中
の
名
皇
 
 

と
阪
森
は
全
篇
を
通
じ
て
歌
傾
が
合
致
し
、
二
本
の
、
諸
本
に
お
け
る
位
相
の
 
 

近
き
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

次
に
d
グ
ル
ー
プ
の
中
の
残
り
三
木
、
‡
丙
・
初
雁
■
盲
義
で
は
、
初
雁
と
 
 

舌
義
の
二
本
で
春
海
と
の
歌
臆
が
合
致
す
る
。
 
 
 

春
海
二
四
一
二
一
四
二
ニ
ー
四
三
 
 
 

初
雁
二
三
九
二
一
三
七
・
二
三
几
 
 
 

舌
義
二
四
〇
ニ
ー
三
八
二
一
三
九
 
 

で
あ
る
。
こ
の
二
本
は
こ
の
部
分
の
み
春
海
と
対
立
し
、
二
本
で
全
篇
を
通
じ
 
 

て
歌
煩
が
合
致
す
る
。
先
に
、
こ
の
二
本
が
同
じ
歌
を
欠
い
て
い
る
点
を
指
摘
 
 

し
た
が
、
歌
順
の
点
か
ら
も
初
雁
 
古
義
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

賑
森
一
〇
五
・
一
〇
四
∵
一
〇
三
 
 

が
あ
る
。
神
官
は
合
致
し
な
い
が
、
名
皇
・
阪
森
の
二
本
が
合
致
し
て
春
海
に
 
 

対
立
す
る
。
ま
た
、
 
 
 

春
海
二
一
九
二
一
二
〇
 
 
 

名
皇
二
二
〇
・
二
一
九
 
 
 

神
官
 
欠
 
・
二
一
七
 
 
 

限
森
二
一
几
二
一
一
七
 
 

の
例
が
あ
る
。
こ
こ
も
名
皇
・
阪
森
が
合
致
し
て
、
春
海
に
対
立
す
る
。
 
 
 

こ
れ
に
C
グ
ル
ー
プ
二
本
を
加
え
て
同
順
に
な
る
例
が
あ
る
。
 
 
 

春
海
五
五
・
五
六
 
 

名
皇
五
六
・
五
五
 
 

神
宮
五
四
・
 
欠
 
 

筑
波
五
七
・
五
六
 
 

伊
達
五
」
ハ
・
五
五
 
 

d
グ
ル
ー
プ
の
残
り
一
本
‡
丙
は
f
の
類
従
と
同
じ
歌
噸
で
あ
る
。
 
 
 

春
海
一
七
三
・
一
七
四
 
 
 

‡
丙
一
七
二
・
一
七
一
 
 
 

類
従
一
七
四
・
一
七
三
 
 

で
あ
る
。
同
様
の
例
は
春
海
二
六
〇
■
二
六
一
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
完
全
 
 

な
合
致
で
は
な
い
が
、
 
 
 

春
海
四
三
・
四
四
・
四
五
 
 
 

‡
丙
 
欠
・
四
四
∴
四
三
 
 
 

類
従
四
四
・
四
三
・
四
五
 
 

の
例
も
あ
る
。
以
上
の
通
り
三
箇
所
で
歌
順
の
異
な
り
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

類
従
は
、
本
文
の
差
異
の
点
で
d
系
統
と
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
 
 

歌
順
の
点
で
‡
丙
と
の
繋
が
り
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
類
従
は
一
本
の
み
 
 

の
独
白
異
文
 
（
例
4
）
も
あ
り
、
板
行
の
隙
の
意
改
等
様
々
な
想
定
が
可
能
で
 
 

あ
る
が
、
枝
行
資
料
の
一
本
に
手
丙
の
系
統
の
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
て
差
し
 
 

支
え
な
い
だ
ろ
う
。
 
 
 

e
グ
ル
ー
プ
の
樋
口
・
天
理
は
二
本
間
で
歌
順
が
完
全
に
合
致
す
る
。
こ
の
 
 

二
本
は
、
名
皇
・
賑
森
の
二
本
で
認
め
ら
れ
た
春
海
二
一
九
二
t
二
〇
で
同
じ
 
 

異
な
り
が
あ
る
が
、
こ
の
他
二
箇
所
で
独
自
の
歌
僻
と
な
り
、
他
の
グ
ル
ー
プ
 
 

と
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 
 
 

g
の
久
松
は
、
独
自
に
歌
順
の
異
な
る
部
分
が
五
箇
所
あ
り
、
こ
れ
は
他
の
 
 

グ
ル
ー
プ
と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。
 
 

§
3
 
内
題
 
 
 

『
文
応
三
百
首
』
は
幾
つ
か
の
異
な
っ
た
内
題
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
私
の
分
 
 

類
に
従
っ
て
内
題
を
挙
け
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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内
乙
・
中
務
親
王
三
百
首
和
歌
 
 
 

山
岸
・
中
務
親
王
三
百
首
和
歌
 
 

b
名
皇
・
東
関
竹
園
三
百
首
文
応
元
年
 
 
 

神
宮
・
東
関
竹
園
三
百
首
文
応
元
年
 
 
 

隈
森
・
東
関
竹
園
三
百
首
文
応
元
年
 
 

e
筑
波
・
中
務
卿
親
王
三
百
首
和
歌
 
 

■
東
関
竹
園
三
吉
首
文
応
元
年
 
 

・
中
務
卿
親
王
三
百
首
和
歌
 
 
 

伊
達
・
中
農
卿
親
王
三
百
吉
和
歌
 
 

d
早
大
・
申
務
親
王
三
百
苫
和
歌
積
倉
中
書
王
 
（
 
「
鎌
倉
中
書
王
御
歌
」
見
消
）
 
 
 

書
丙
・
鎌
倉
中
書
王
御
歌
 
 
 

初
雁
・
鎌
倉
中
書
王
御
敵
 
 
 

池
田
・
鎌
倉
中
書
王
御
詠
歌
≡
百
首
 
 
 

松
平
・
鎌
倉
中
書
王
御
歌
 
 
 

中
川
・
鎌
倉
中
毒
王
御
歌
 
 
 

古
義
・
鎌
倉
中
書
王
御
歌
 
 

e
樋
口
∴
謙
倉
中
務
卿
宗
尊
崇
王
三
百
首
和
歌
 
 
 

天
理
・
鎌
倉
中
務
卿
宗
専
親
王
三
百
首
和
歌
 
 

f
類
従
・
三
百
首
和
歌
中
顔
卿
宗
尊
親
王
 
 

g
久
松
 
ナ
シ
 
（
外
題
・
尾
題
等
ナ
シ
）
 
 
 

a
春
海
・
中
務
卿
裳
三
三
百
百
和
歌
 
 
 

内
甲
・
中
務
卿
親
王
三
百
吉
和
歌
 
 
 

‡
甲
・
申
務
卿
窺
王
三
百
首
和
歌
 
 
 

書
乙
・
宗
尊
親
王
三
百
首
為
豪
卿
点
批
語
 
（
扉
毘
）
 
 

中
務
親
王
三
百
吉
和
歌
 
（
巻
首
題
）
 
 

（
右
脇
「
申
請
卿
宗
尊
親
王
」
小
雪
）
 
 

（
右
脇
「
中
務
卿
宗
専
親
王
」
小
書
）
 
 

（
扉
題
）
 
 

（
日
録
題
）
 
 

へ
巷
首
題
）
 
 

こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
判
る
よ
う
に
、
『
文
応
三
百
舌
』
諸
本
間
の
内
題
 
 

の
差
異
は
、
そ
の
本
文
の
相
違
と
ほ
ぼ
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

お
わ
り
に
 
 
 

『
文
応
三
百
首
』
は
、
二
条
為
家
の
点
詞
が
付
せ
ら
れ
、
そ
の
後
に
七
名
の
 
 

合
点
と
九
条
基
家
の
評
諦
も
付
せ
ら
れ
た
。
私
の
見
た
諸
本
の
中
で
は
、
預
貸
 
 

平
が
加
点
依
頼
状
を
添
え
て
為
家
に
送
る
以
前
の
形
を
遺
す
本
は
な
い
。
 
 
 

歌
数
及
び
歌
順
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
程
大
き
な
遠
い
は
な
い
。
最
も
多
 
 

く
の
本
で
欠
け
る
七
十
三
春
歌
は
、
『
新
千
載
集
』
 
に
宗
尊
親
王
詠
歌
と
し
て
 
 

採
ら
れ
て
い
る
空
言
一
応
、
三
〇
〇
首
を
も
っ
て
完
本
と
し
て
よ
い
。
歌
将
に
 
 

つ
い
て
も
個
々
の
伝
本
、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
後
人
の
 
 

手
に
よ
る
再
編
集
で
は
な
い
日
石
 
す
べ
て
転
写
時
の
誤
り
で
あ
る
。
本
文
の
差
 
 

異
に
よ
っ
て
、
最
も
異
な
り
の
認
め
ら
九
る
a
と
d
に
ぉ
い
て
、
歌
傾
が
合
致
 
 

し
て
い
る
。
こ
れ
は
注
目
し
て
よ
い
。
こ
の
二
グ
ル
ー
プ
は
最
も
大
き
な
隔
た
 
 

り
が
あ
る
か
に
見
え
る
が
、
歌
順
を
誤
ら
ず
に
転
写
し
て
い
る
点
で
a
と
d
 
 

（
早
大
・
池
田
・
松
平
・
中
川
の
四
本
）
は
合
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
来
 
 

の
歌
噸
を
遺
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

本
文
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
諸
本
甲
分
類
を
試
み
た
が
、
小
林
強
氏
の
分
類
 
 

を
大
き
く
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
a
b
 
C
が
小
林
氏
の
一
類
本
、
d
が
 
 

二
類
本
ヒ
ほ
ぼ
対
応
す
る
。
d
は
、
歌
数
・
歌
頓
に
よ
っ
て
更
に
下
位
分
類
か
 
 

可
能
で
あ
る
。
早
大
・
池
田
・
松
平
・
中
川
／
初
雁
・
古
着
／
手
丙
と
分
け
ら
 
 

れ
る
が
、
同
一
系
統
の
上
で
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
a
b
 
C
と
d
を
そ
れ
ぞ
 
 

れ
一
つ
の
系
統
と
整
理
す
る
が
、
そ
の
中
で
も
校
合
の
際
、
形
態
的
特
徴
を
別
 
 

グ
ル
ー
プ
か
ら
害
承
す
る
本
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
筑
波
に
お
け
る
b
 
 

系
、
伊
達
に
お
け
る
d
系
、
早
大
に
お
け
る
a
系
が
そ
の
例
で
あ
る
。
 
 
 



4
 
 

3
 
 

藤
 
 
 

佐
 
 
 

e
は
本
文
の
点
で
d
と
合
致
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
誤
伝
歌
を
有
す
る
 
 

点
で
ご
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
f
は
歌
順
に
お
い
て
d
の
喜
市
ヒ
の
み
合
 
 

致
す
る
が
、
本
文
の
差
異
の
点
で
d
に
纏
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
た
だ
し
、
 
 

e
f
の
二
グ
ル
ー
プ
は
、
何
ら
か
の
点
で
別
の
或
る
グ
ル
ー
プ
と
の
合
致
点
を
 
 

見
出
せ
る
わ
け
で
、
完
全
な
別
の
系
統
で
は
な
い
。
そ
れ
に
射
し
、
g
は
本
稿
 
 

に
お
い
て
他
本
と
の
関
係
を
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
、
二
十
二
本
の
伝
本
を
用
い
て
、
二
つ
の
大
き
な
系
統
が
あ
り
、
そ
れ
 
 

と
同
時
に
そ
の
い
ず
れ
に
も
組
み
込
め
な
い
伝
本
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
一
 
 

つ
は
、
三
〇
〇
首
の
宗
尊
詠
歌
を
有
し
、
且
つ
基
家
の
評
詞
が
付
さ
れ
て
い
た
 
 

形
跡
を
遺
す
。
一
つ
は
、
七
三
番
の
歌
を
等
し
く
欠
き
、
為
家
の
合
点
・
評
詞
 
 

の
み
を
遺
す
d
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
 
 
 

a
b
 
C
相
互
の
関
係
や
、
e
f
 
g
の
、
諸
本
に
お
け
る
位
相
等
、
な
お
も
問
 
 

題
点
が
あ
る
。
大
方
の
御
叱
正
と
御
批
判
を
願
う
次
第
で
あ
る
。
 
 

《
付
言
》
本
稿
を
威
す
に
あ
た
り
御
収
蔵
書
や
マ
イ
ク
ロ
コ
ピ
ー
の
閲
覧
を
御
 
 

許
可
下
さ
っ
た
御
所
蔵
機
関
並
び
に
樋
口
芳
麻
呂
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
 
 

〔
注
〕
 
 

（
1
）
 
谷
山
茂
氏
「
宗
尊
親
王
の
丈
応
三
百
首
と
未
刊
百
首
 
上
 
－
 
続
育
苗
 
 

部
類
考
（
二
）
 
」
 
（
 
『
女
子
大
国
文
』
七
八
号
、
昭
和
五
〇
年
一
二
月
、
 
 

京
都
女
子
大
学
国
語
国
史
学
会
 
後
に
、
『
中
世
和
歌
の
想
念
と
表
現
』
、
 
 

平
成
三
年
、
居
丈
閣
、
に
再
録
〕
 
 

（
2
）
大
取
一
馬
氏
「
宗
専
親
王
『
文
応
三
百
苫
』
の
為
家
評
に
つ
い
て
（
そ
 
 

の
一
）
」
 
（
『
龍
谷
大
字
論
集
』
四
三
七
号
、
平
成
三
年
三
月
、
龍
谷
 
 

学
会
）
 
 

基
点
の
歌
を
 
「
た
ち
し
か
ぎ
り
や
か
へ
る
か
り
が
ね
」
 
と
す
る
の
で
あ
 
 

る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
部
分
は
春
海
本
文
が
正
し
い
。
 
 

（
9
）
 
『
続
後
撰
集
』
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
椀
』
第
一
巻
所
収
本
に
よ
り
、
 
 

私
に
漢
字
を
宛
て
た
匂
 
 

（
m
）
春
海
四
二
、
き
く
ら
色
に
雲
の
衣
も
う
つ
ろ
ひ
て
霞
の
袖
刷
は
な
の
か
 
 

ぞ
す
る
 
 
 

（
3
）
 
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
解
琶
に
 
「
本
文
作
成
二
解
淫
乱
筆
に
は
主
と
し
 
 

て
小
林
が
当
た
り
、
問
題
点
は
井
上
・
兼
築
と
協
議
し
て
決
定
し
た
。
」
 
 

と
あ
る
。
 
 

（
4
）
現
在
こ
の
第
二
句
の
訓
は
「
は
や
く
や
ま
と
へ
」
 
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
 
 

し
か
し
、
『
類
粟
古
集
』
、
西
本
騒
寺
本
『
万
葉
集
』
他
で
「
は
や
ひ
 
 

の
も
と
へ
」
 
の
訓
が
確
認
で
き
る
。
『
新
古
今
集
』
巻
十
、
八
九
几
に
 
 

あ
る
こ
の
歌
の
本
文
も
「
は
や
日
の
も
と
へ
」
 
で
あ
る
。
 
 

（
5
）
 
『
万
葉
集
』
本
文
は
西
本
願
寺
本
に
よ
り
、
私
に
漢
字
を
宛
て
た
。
 
 

（
6
）
 
『
真
木
和
歌
抄
』
本
文
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
を
底
本
と
す
る
、
『
新
編
 
 

国
歌
大
観
』
第
二
巻
所
収
本
を
用
い
た
。
同
系
統
の
書
陰
部
図
書
棄
蔵
 
 

本
他
敷
本
と
、
異
本
系
の
永
青
文
庫
蔵
本
で
本
文
を
確
認
し
て
い
る
。
 
 

（
7
）
書
丙
の
歌
本
文
に
お
け
る
 
「
也
」
 
の
表
記
例
は
七
例
あ
り
、
断
定
の
助
 
 

動
詞
か
い
わ
ゆ
る
伝
聞
・
推
定
の
助
動
詞
で
あ
る
。
そ
し
て
、
他
本
と
 
 

の
比
較
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
終
止
形
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
時
雨
 
 

也
」
ヒ
記
し
、
「
也
」
を
見
七
消
チ
に
し
て
 
「
な
る
」
と
訂
す
る
例
が
 
 

あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
記
例
か
ら
帰
納
し
て
、
‡
丙
本
文
「
さ
し
の
ぼ
る
 
 

也
」
を
（
さ
し
の
ぽ
る
な
り
∨
と
読
ん
だ
の
で
あ
る
。
 
 

（
8
）
為
家
の
こ
の
評
詞
は
、
諸
本
闇
で
差
異
が
あ
り
、
そ
れ
が
当
面
歌
の
異
 
 

文
と
も
関
わ
っ
て
く
る
。
（
限
り
て
）
 
の
本
文
を
書
承
す
る
諸
本
は
、
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（
は
）
後
記
八
本
を
除
く
諸
本
 
 

（
も
）
審
丙
・
初
雁
・
池
田
・
松
平
・
中
川
・
盲
義
 
 

（
も
 
（
は
イ
）
 
）
 
樋
口
・
天
理
 
 

こ
の
部
分
、
早
大
は
「
も
」
を
見
ゃ
消
チ
に
し
て
「
は
」
に
訂
す
る
。
 
 

春
海
八
〇
、
鳥
な
き
て
明
行
空
の
郭
公
な
ど
か
八
声
を
な
ら
は
封
引
潮
 
 

山
 
 

（
ざ
り
け
ん
）
内
甲
・
審
甲
・
審
乙
・
内
乙
・
天
理
丁
樋
口
・
山
岸
 
 

（
ざ
る
ら
ん
）
前
記
七
本
を
除
く
諸
本
 
 

こ
の
部
分
、
早
大
「
る
覧
」
を
見
ゃ
消
チ
に
し
て
、
「
り
け
」
と
訂
 
 

し
て
い
る
な
ど
。
こ
れ
ら
の
例
を
帰
納
す
る
と
、
早
大
の
元
の
本
は
審
 
 

丙
・
初
雁
・
池
田
・
松
平
・
中
川
・
古
義
の
系
統
、
投
合
本
は
春
海
・
 
 

内
甲
二
者
甲
・
審
乙
・
内
乙
・
山
岸
系
と
判
断
で
き
る
。
 
 

（
‖
）
七
名
と
は
、
西
園
寺
実
氏
・
衣
笠
家
良
・
九
条
基
家
・
藤
原
行
家
・
光
 
 

俊
・
安
着
門
院
四
条
・
鷹
司
院
帥
で
あ
る
。
伝
本
に
よ
っ
て
点
者
の
数
 
 

が
異
な
る
が
、
為
家
を
加
え
た
八
名
を
超
え
る
本
は
な
い
。
 
 

（
1
2
）
 
延
文
四
（
一
三
五
九
）
年
奏
覧
の
第
一
八
代
勅
撰
集
『
新
千
載
集
』
に
 
 

お
け
る
詞
書
は
「
だ
い
し
ら
ず
」
 
で
あ
り
、
『
文
応
t
ニ
百
首
』
の
歌
と
 
 

い
う
証
拠
は
な
い
。
し
か
し
、
作
者
は
「
申
務
卿
宗
尊
親
王
」
 
で
あ
り
、
 
 

宗
専
の
他
の
家
集
・
歌
合
等
で
こ
の
歌
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
以
上
『
文
 
 

応
三
百
首
』
中
の
歌
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
 
 

（
1
3
）
未
見
の
た
め
本
稿
で
取
り
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
『
文
応
三
百
首
』
に
は
 
 

百
首
抄
出
本
が
あ
る
。
今
、
こ
こ
で
後
人
に
よ
る
再
編
集
が
な
い
と
述
 
 

べ
る
の
は
、
三
〇
〇
首
前
後
の
歌
を
書
承
す
る
、
本
稿
二
十
二
本
の
伝
 
 

本
に
つ
い
て
で
あ
る
。
 
 

（
筑
波
大
学
大
学
院
 
文
芸
二
言
詰
研
究
科
 
学
生
）
 
 
 




